
施設名 東京都リハビリテーション病院

（施設所在地） （東京都墨田区堤通2-14-1）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　患者中心の医療を推進し、365日リハビリテーション提供体制（日曜日・祝日も平日
と同等の訓練を行う）の実施を始め、全回復期病棟において、診療報酬で最も高い
施設基準を取得している。
　また、「病院機能評価　高度・専門機能＜リハビリテーション（回復期）＞」を初めて
受審し、認定を受けた。

　退院時患者アンケートにおいて、患者の総合満足度や理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士の対応に対し、それぞれ96.4％、96.3％と、前年度を上回る高い満足度
を得ている。
　また、患者サービス向上のため、WIFI環境の整備やオンライン面会を行った。

≪特に評価すべき点≫
〇「病院機能評価　高度・専門機能＜リハビリテーション（回復期）＞」の受審に向け
てマニュアル類の点検や業務改善に取り組み、「要改善事項」なく認定されたこと
は、病院機能の向上の取組として評価できる。
○緊急を要する修繕工事を都に代わって迅速に対応した。また、工事によるサービ
ス休止の間、混乱等が生じないよう、関係者との調整や患者への案内等を適切に
行った。
○退院時患者アンケートにおいて高い満足度を得るとともに、聴取した意見に対し
ては可能な限り工夫して対応しており、サービス向上の取組が認められる。

評　価　結　果　（案）

施設種別 医療施設

公益社団法人東京都医師会

評価内容

B
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施設名 東京都立心身障害者口腔保健センター

（施設所在地） （東京都新宿区神楽河岸1-1）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を概ね適切に遂行している。
　地域の医療機関では受入れの難しいスペシャルニーズの患者に対応しており、
個々の状況に応じ診療計画を策定している。治療方針等の説明では、患者アンケー
トの結果、満足度が99%だった。
　なお、個人情報の取扱いに関し、要改善事項が認められた。

　患者・家族を対象とした来院時アンケートにおいて、センターに対する満足度や診
療中のスタッフの態度に対する満足度は、それぞれ96％、99.5％と高く、前年度を上
回る評価を得ている。
　患者満足度調査の結果を踏まえ、洗面台の改修行った。また、感染症対策の一環
として、蛇口の自動水洗化に着手した。

≪特に評価すべき点≫
〇専門スタッフを揃え、地域の医療機関では受入れの難しいスペシャルニーズのあ
る患者に対応し、必要に応じ、全身麻酔や鎮静下において、安全で質の高い診療
サービスを提供している。
〇歯科医療従事者及び都民を対象とした教育研修にも力を入れ、また、障害者施設
等へ赴き、施設職員・家族に対し障害者の口腔保健の理解を深めるための研修も実
施している。
〇地域での治療等が可能な患者が住み慣れた地域で診療が受けられるよう、協力医
との連携を図っており、移行に向け計画的な治療や指導・訓練を実施するとともに、
重度・難症例以外の患者等に対しては地域移行計画書の作成及び地域協力医療機
関の紹介を行っている。

≪要改善事項等≫
○個人情報の取扱いに関する不適切な事案が発生した。全職員に対する研修を内
容を見直した上で実施するほか、個人情報の管理体制や報告体制を再構築し、再
発防止に取り組んでいる。

評　価　結　果　（案）

施設種別 歯科診療所

公益社団法人東京都歯科医師会

評価内容

B
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施設名 東京都石神井学園

（施設所在地） （東京都練馬区石神井台3-35-23）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

A

評　価　結　果（案）

施設種別 児童養護施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　入所児童中50％の児童が暴力等の反社会的行為を行っており、58％の児童が精
神的・発達的問題を抱えるなど、支援上の課題を有する児童を多数受け入れてお
り、公的役割を積極的に果たしている。
　新型コロナウイルスの感染防止及び感染拡大防止のため、都の感染対策支援
チームの助言を積極的に受け入れ、環境整備を行った。

　CAREやCVPPP（包括的暴力防止プログラム）、強度行動障害児への支援で用い
られているスキャッタープロット等の支援プログラムを活用し、専門的支援の充実に
努めている。
　地域の子育て支援にも積極的に取り組んでおり、ショートステイの受入れについ
て、前年度よりも300人増の実績となった。

　被虐待児等に対する支援に高い専門性を発揮し、優れた取組が認められる。

≪特に評価すべき点≫
○反社会的・非社会的行為を行う児童や精神的・発達的問題、情緒的問題を抱える
児童など、特別な支援が必要な児童を多数受け入れており、包括的暴力防止プログ
ラムやスキャッタープロット等の支援プログラムを活用しながら、児童相談所や学校、
関係機関との連携のもと、専門的支援に取り組んでいる。
○重篤な愛着障害等がある児童を対象とした生活支援・医療・教育を一体的に支援
する「連携型専門ケア機能モデル事業」を継続実施し、他の施設で不調をきたした
児童を積極的に受け入れ、支援を行っている。
○管理監督者が定期的に寮を訪問し各寮の情報を把握するとともに、全職員への
アンケートや研修を実施するなど、児童の権利擁護に対する積極的な取組が認めら
れる。
○関係区と連携し、ショートステイなどの地域子育て支援に取り組み、その充実を
図っている。

≪特命要件の継続≫
〇公的役割を果たす施設として、都の政策との連動性及び管理運営の特殊性が高
く、利用者への長期的な安定したサービス提供が求められており、特命要件は継続
している。
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施設名 東京都小山児童学園

（施設所在地） （東京都東久留米市野火止2-22-26）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を概ね適切に遂行している。
　被虐待児や高齢児童を多く受け入れており、公的役割を果たしている。
　新型コロナウイルス感染対策として、対応にかかるフローチャート等を作成し、感染
防止対策の徹底に取り組むとともに、感染者発生時には、迅速に他者への感染拡
大防止に努めた。
　なお、一部、入所児童に対する支援において要改善事項が認められた。

　ボランティアやNPO団体と連携し、入所児童の生活支援の充実を図っている。
　コロナ禍における取組として、子育て家庭において保護者が新型コロナウイルスに
罹患し、養育困難となった児童を受け入れて支援する事業を実施し、４人の児童を
受け入れた。

≪特に評価すべき点≫
○処遇記録システム上でインシデントレポートの提出を行い、リスクマネジメント委員
会で分析及び改善策を検討するなど、事故の発生防止に努めている。
○子育て家庭において保護者が新型コロナウイルスに罹患し、養育困難となった児
童を受け入れ支援する事業に取り組み、児童相談所等との連携を密にし、適切な支
援を行った。

≪要改善事項等≫
〇職員による児童に対する不適切な対応事案が３件発生した。対応が難しい児童
への支援において発生した事案であり、外部専門家の協力を得ながら、施設全体で
支援力向上に努めている。

≪特命要件の継続≫
〇公的役割を果たす施設として、都の政策との連動性及び管理運営の特殊性が高
く、利用者への長期的な安定したサービス提供が求められており、特命要件は継続
している。

評　価　結　果（案）

施設種別 児童養護施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

B
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施設名 東京都船形学園

（施設所在地） （千葉県館山市船形1377）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　入所児童の50％以上が情緒的問題を、また、80％以上が健康上の問題を抱え、特
別な配慮が必要な児童を多く受け入れ、公的役割を果たしている。
　土砂災害特別警戒区域の指定を受け、都と連携して、急斜面対策工事を迅速に実
施するなど、利用者の安全環境の整備に努めた。

　情緒的、健康上の問題を抱えている児童が多い中、一人一人の健康状態を常に把
握し職員間で共有するとともに、救急対応が必要な場合に備え、嘱託医と十分に協
議し、医療機関と連携した体制整備を組織的に行っている。
　入所児童の横割り活動の中で子供が主体となって要望を取りまとめ生活に反映させ
るなど、児童の意向を尊重した取組を行っている。

≪特に評価すべき点≫
〇被虐待児や高齢児童等を多く受け入れているほか、発達障害や知的な問題を抱
える児童も増加している中、一人一人の健康状態を常に把握し、体調変化時には速
やかに対応できるよう体制整備を図るとともに、精神科医によるスーパーバイズを定期
的に実施し、専門的支援の充実に取り組んでいる。
〇地域で新型コロナウイルス感染が拡大している中、入所児童に感染者が発生して
おらず、徹底した感染症防止対策に取り組んでいる。

≪特命要件の継続≫
〇公的役割を果たす施設として、都の政策との連動制及び管理運営の特殊性が高
く、利用者への長期的な安定したサービス提供が求められるため、特命要件は継続し
ている。

評　価　結　果（案）

施設種別 児童養護施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

B
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施設名 東京都八街学園

（施設所在地） （千葉県八街市八街に151）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　入所児童のうち約86％の児童に不登校や引きこもり等の非社会的行為が見られ、
また、60％以上の児童が情緒的な問題を抱えているなど、対応困難な児童を多く受
け入れており、公的役割を果たしている。
　新型コロナウイルス感染防止対策を施設内で徹底するとともに、感染者発生時に
はゾーニングの徹底など迅速な対応により感染拡大防止に努めた。

　ペアレントトレーニングの手法である「スペシャルタイム」を取り入れ、児童と職員が
マンツーマンで過ごす時間を毎日設定し、児童の自己肯定感や愛着関係の再構築
を図っている。
　また、満足度調査や寮会などで入所児童の意向を把握し生活に反映させている。

≪特に評価すべき点≫
〇非社会的な行為が見られたり情緒的な問題を抱えているなど、特別な支援が必要
な児童を多く受け入れており、ペアレントトレーニングである「スペシャルタイム」を新
たに取り入れ、児童相談所や学校等関係機関と連携し、専門的支援に取り組んでい
る。
○高齢児の自立支援について、チェックシートを活用し、具体的に自立について考
えられるように支援するなど、支援の充実に取り組んでいる。

≪特命要件の継続≫
〇公的役割を果たす施設として、都の政策との連動制及び管理運営の特殊性が高
く、利用者への長期的な安定したサービス提供が求められるため、特命要件は継続
している。

評　価　結　果（案）

施設種別 児童養護施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

Ｂ
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施設名 東京都勝山学園

（施設所在地） （千葉県安房郡鋸南町下佐久間1469）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　入所児童のうち、ＰＴＳＤや発達障害、喘息等により医療的・心理的ケア等が必要
な児童が約８割を占めており、公的役割を果たしている。
　新型コロナウイルス感染症対策について、入所児童や職員の日々の健康観察表
を作成して健康観察を徹底した。

　入所開始時から自立を目指した支援を心掛け、学齢に応じて将来や進路につい
て主体的に考えられるよう、「夢シート」や「コースプランニングシート」を活用してい
る。

≪特に評価すべき点≫
○入所児童のうち、心理的ケアや医療等、日常的に専門的な支援が必要な児童が
８割近くを占めており、児童の状況に応じて医療機関と連携し、心理職を中心とした
心理的ケア等に取り組んでいる。
〇入所時から自立に向けた支援を心掛け、学齢に応じた様々な支援ツールを活用
し、自立支援に積極的に取り組んでいる。
○施設において作成している「性に関するガイドライン」を改訂し、児童の性教育の
更なる充実を図るとともに、性的事故の防止に取り組んでいる。

≪特命要件の継続≫
〇公的役割を果たす施設として、都の政策との連動制及び管理運営の特殊性が高
く、利用者への長期的な安定したサービス提供が求められるため、特命要件は継続
している。

評　価　結　果（案）

施設種別 児童養護施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

B
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施設名 東京都片瀬学園

（施設所在地） （神奈川県藤沢市片瀬4-9-38）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　入所児童のうち、暴力等の反社会的行為を行う児童が50％以上おり、情緒的問題
を抱えた児童も50％以上いるなど、公的役割を果たしている。
　新型コロナウイルス感染症対策として、感染防止対策の徹底と、迅速な感染拡大
防止のため、対応手順のマニュアルを作成した。

　専門的支援が必要な児童が多い中、職務課題に対応するための研修計画に基づ
く研修の実施や、職員に対する精神科医師によるコンサルテーションの定期的な実
施等により、専門的支援の充実に努めている。また、男女の心理職による児童への
心理的支援を行っている。

≪特に評価すべき点≫
〇反社会的・情緒的問題を抱えている児童など、特別な支援が必要な児童を多く受
け入れる中、男女の心理職を中心に入所児童のほぼ全員に心理的ケアを実施する
とともに、外部児童精神科医師との困難事例の検討や、心理職とケアワーカーとの
連携強化など、医療的・心理的ケア等の専門的支援に取り組んでいる。
○精神科医師による職員へのコンサルテーションを定期的に実施し、職員の支援力
の向上を図るとともに、職員が心身ともに安定して支援ができるよう取組を強化して
いる。

≪特命要件の継続≫
〇公的役割を果たす施設として、都の政策との連動制及び管理運営の特殊性が高
く、利用者への長期的な安定したサービス提供が求められるため、特命要件は継続
している。

評　価　結　果（案）

施設種別 児童養護施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

B
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施設名 東京都東村山福祉園

（施設所在地） （東京都東村山市萩山町1-35-1）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　重度・最重度知的障害児施設として、他の施設では対応が難しい強度行動障害の
ある児童や医療的ケアが必要な児童を受け入れるとともに、地域の重度・最重度の
知的障害児・者に向けた支援を継続的に実施するなど、公的役割を積極的に果た
している。
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、PCR検査機器ID-ＮＯＷを導入し、感
染状況を迅速に把握できる体制を整えた。

　重度・最重度の知的障害を抱える児童の高等部卒業後の移行に向けて、移行担
当職員を中心に、家族、児童相談所、区市町村、学校等と連携を図り、高等部一年
生の早い段階から計画的に進めている。また、全ての入所児童に強度行動障害の
判定を実施し、判定された児童に対する行動障害軽減に向けた入所支援計画書を
作成し、福祉職と専門職が連携して統一的な支援を提供している。

　重度・最重度の知的障害児に対する支援に、高い専門性を発揮し、優れた取組が
認められる。

≪特に評価すべき点≫

〇重度・最重度の知的障害を抱える児童の高等部卒業後の円滑な地域等への移行
に向け、早い段階から関係者と連携を図り、計画的に取り組んでいる。
○全ての入所児童に強度行動障害の判定を実施した上で、計画を作成し、福祉職
と専門職が連携して統一的な支援を提供していることや、全ての入所児童に栄養ケ
ア・マネジメントを実施し、形態食や食事支援に関する検討を行うなど、食事に関し
重点的な取組を行っていることなど、質の高い専門的支援を行う施設として高く評価
できる。
○児童の誤嚥や発作転倒等に備えた緊急時想定訓練を実施するなど、事故対応
能力の向上に取り組み、利用者の安全確保に努めている。
○新型コロナウイルスの感染対策を講じた上で工夫を凝らした行事を実施するなど、
豊かな生活づくりに取り組んでいる。また、可能な範囲で短期入所利用者の受入れ
を行うなど、地域における公的役割を果たしている。

≪特命要件の継続≫
〇セーフティネットとしての都立施設の役割を果たすため、利用者支援及び施設運
営について安全性と継続性を考慮していく必要があり、特命要件は継続している。

評　価　結　果（案）

施設種別
福祉型障害児
入所施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

Ａ
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施設名 東京都七生福祉園

（施設所在地） （東京都日野市程久保843）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　民間施設では受入れが難しい被虐待児や発達障害児が増加しており、また、利用
者の高齢化・障害の重度化が進む中、公的役割を積極的に果たしている。
　利用者等の安全確保に向け、各寮への見守りカメラの設置や、新たに「入浴支援マ
ニュアル」を作成した。

　児童の障害特性に応じて、様々な意思伝達の方法を取り入れている。また、心理職
や言語聴覚士と連携を図りながら個別面接やSST(社会生活技術訓練）等を実施して
いる。
　成人利用者の障害特性や能力、年齢等に応じた５つの日中活動グループを設け、
高齢者でも生きがいを持って活動できるよう、支援の充実を図っている、

　民間施設では受入れが難しい障害児や手厚い支援が必要な利用者等に対する専
門性を発揮し、優れた取組が認められる。

≪特に評価すべき点≫
○入所児童の地域移行に向け、保護者や関係機関等と連携し、自活訓練事業の活
用やグループホームの体験入所等の調整に積極的に取り組み、地域移行を着実に
進めている。また、移行後もきめ細やかなアフターケアを行っている。【障害児施設】
○被虐待児等に対する支援の専門性向上を図るため、専門職や精神科医による
ケースカンファレンスを実施し、的確なアセスメントに基づく支援及び一人一人の特性
に応じた環境整備等を行っている。【障害児施設】
○心身障害者口腔保健センター等による口腔内の衛生状態の確認や、嚥下力に応
じた食事の提供、言語聴覚士や理学療法士、栄養士等の専門職からの助言により、
安全に食事ができるよう取り組んでいる。【障害者施設】
○精神障害を抱える利用者に対しては、医療関係者や心理職と連携し、個々の状況
に合わせた支援に取り組んでいる。【障害者施設】
○コロナ禍においても、徹底した感染症対策のもと、短期入所の要望に可能な限り対
応し、地域の公的役割を果たしている。

≪特命要件の継続≫
〇セーフティネットとしての都立施設の役割を果たすため、利用者支援及び施設運営
について、安全性と継続性を考慮していく必要があり、特命要件は継続している。

評　価　結　果（案）

施設種別
福祉型障害児
入所施設、
障害者支援施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

Ａ
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施設名 東京都千葉福祉園

（施設所在地） （千葉県袖ヶ浦市代宿8番地）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　民間施設では受入れが難しい被虐待児や広汎性発達障害、ADHD等の児童が増
加し、また、利用者の高齢化・障害の重度化が進む中、公的役割を積極的に果たし
ている。
　シルエット型見守りセンサー９台、見守り支援システム35台を新規に設置し、また、
iPhone端末を使用したネック式インカムを新規導入した。
　なお、重要物品の台帳上の過大登載について、決算審査において指摘を受けて
いる。

　理学療法、心理療法、言語療法等の専門的支援の充実を図り、利用者に適した療
法を実施している。
　寮会議等で利用者に関する「にやり」「ほっと」した事例を共有し、また「ハッピーサ
ンクスデイ」を設けサンクスカードの定着に取り組んでいる。

　民間施設では受入れが難しい障害児や障害支援区分の高い利用者等に対する
専門性を発揮し、優れた取組が認められる。

≪特に評価すべき点≫
○地域移行に向け、自活訓練棟を活用した児童の生活訓練の実施や、グループ
ホームでの体験入居等により、地域移行を積極的に進めている。
○「転倒事故防止ガイドライン」を改訂し、事故事例や支援ポイント等を盛り込んだほ
か、新たに「誤嚥事故ガイドライン」の作成や見守り支援システム等を導入するなど、
事故防止の取組を進めている。
○ハッピーサンクスデイの設定やサンクスカードの活用を通じて、職場内のコミュニ
ケーションの活性化を図るとともに、より良い支援の共有から権利擁護意識の向上を
図っている。
○次世代介護機器やICTを活用した働きやすい職場環境の整備に積極的に取り組
んでいる。
○短期入所の受入れに当たっては、利用者に関する詳細な情報を事前に収集した
上で受け入れるなど、地域ニーズに適切に対応している。

≪要改善事項等≫
〇決算審査において物品台帳上の重要物品２点の過大登載の指摘を受け、速やか
に台帳整理を行った。

≪特命要件の継続≫
〇利用者支援及び施設運営について安全性と継続性を考慮していく必要があり、
特命要件は継続している。

評　価　結　果（案）

施設種別
福祉型障害児
入所施設、
障害者支援施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

Ａ
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施設名 東京都八王子福祉園

（施設所在地） （東京都八王子市西寺方町76）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を概ね適切に遂行している。
　重度・最重度の知的障害者を受入れており、利用者の高齢化が進み、また、身体
障害を重複するなど、特別な支援が必要な利用者が多くいる中、公的役割を果たし
ている。
　新型コロナウイルス感染防止対策として、園内マニュアルを随時更新するほか、
PCR検査機器ID-ＮＯＷを導入した。
　なお、利用者の支援中の事故が発生しており、要改善事項が認められた。

　各利用者の担当看護師制を実施し、生活棟と健康推進科が連携しながら、適切な
医療的ケアを実施している。また、日常的な生活機能維持に取り組んでいる。
　日中活動においては、利用者の高齢・虚弱化や多様化するニーズに対応し、週21
種類のプログラムを提供している。

≪特に評価すべき点≫
〇各利用者の担当看護師制により、職員の相談体制を整えるなどして、医師や看護
師等と寮職員が各利用者の健康・生活面の情報を共有して、効果的な支援を行っ
ている。
○作業療法士等のアドバイスを受けながら、日常生活における利用者の動作や介
護にリハビリ的な視点を取り入れるなど、効果的な生活機能維持に取り組んでいる。
○強度行動障害支援者研修をはじめとする各種研修への参加や喀痰吸引の資格
者を養成するなど、高い専門性を持つ職員の育成に努めている。

≪要改善事項等≫
○利用者の入浴支援中の事故が発生した。発生後、リスクの精査を行うとともに、支
援マニュアルの見直しと周知徹底等に取り組んでいる。また、全施設に注意喚起等
を行うとともに、入浴支援時の事故防止策を検討するなど、法人全体で再発防止に
努めている。

≪特命要件の継続≫
〇セーフティネットとしての都立施設の役割を果たすため、利用者支援及び施設運
営について安全性と継続性を考慮していく必要があり、特命要件は継続している。

評　価　結　果（案）

施設種別 障害者支援施設

社会福祉法人東京都社会福祉事業団

評価内容

B
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施設名 東京都清瀬喜望園

（施設所在地） （東京都清瀬市竹丘3-1-72）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　診療所を併設しており、医療的支援の必要な知的障害者や内部障害を有する利
用者を受入れている。
　事業所独自のシート等により、個々の利用者のニーズについて評価し、多職種が
参加する「個別支援計画検討会議」で支援内容の決定を行うとともに、その情報を
データベース化し職員間で共有している。

　医療的ケアの必要な多様な状態の利用者に対し、治療食に幅広く対応するほか、
個別ニーズに対応したきめ細かな食事提供等を行い、利用者アンケートにおいて、
食事に関し高い評価を得ている。
　また、利用者の特性等に合わせた支援や環境改善を行うなど、サービスの充実に
努めているほか、コロナ禍においても、ボッチャ等の施設内でも可能な運動を行うな
ど、工夫を凝らしたプログラムを提供している。

≪特に評価すべき点≫
〇診療所を併設しており、人工呼吸器の使用や酸素吸入を必要とする内部障害者
や知的障害者に対し、多職種連携の下、医療的ケア・健康管理・生活支援を実施し
ている。
〇コロナ禍において制約がある中で、ADL維持のため、施設内でも可能な運動を取
り入れるなど、工夫を凝らしたプログラムを提供している。
○月１回のオンブズパーソンによる利用者の意見聴取や各種アンケート、第三者評
価の利用者調査など、様々な方法で利用者の意向を汲み取り、事業改善に活用し
ている。

≪特命要件の継続≫
　指定期間満了

評　価　結　果（案）

施設種別 障害者支援施設

社会福祉法人東京アフターケア協会

評価内容

B
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施設名
東京都立東大和療育センター

（東京都東大和市桜が丘3-44-10）

（施設所在地）
分園よつぎ療育園

(東京都葛飾区東四つ木4-44-1-101)

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を概ね適切に遂行している。
　重症心身障害児（者）を受入れ、高い入所率を維持している。特に分園よつぎ療育
園においては、通所で約80％もの超（準超）重症児を受け入れている。
　コロナ対策として施設独自の「発生時の手引き」を作成するとともに、感染予防対策
委員会のほか感染制御チームを設け、毎日3回館内放送を行って感染対策や感染情
報を職員周知するほか、定期的に院内を巡回し生活環境を点検している。
　なお、委託契約の支払いにおいて、要改善事項が認められた。

　個別支援計画を定期に見直すほか、利用者の状態変化に応じ、各専門職が参加す
るケース会議において随時の見直しを行っている。
　また、個別訓練の実施により利用者のモチベーションを引き出し、グループ活動等を
通じて周囲との関係づくりが図られるように働きかけを行っている。療育活動の時間を
午前と午後に設け、感覚刺激や音楽活動など、利用者に様々な活動を提供している。

≪特に評価すべき点≫
〇個別訓練の実施により重症心身障害である利用者のモチベーションを引き出し、グ
ループ活動等を通して、周囲の人との関係づくりができるよう働きかけを行っている。
○感染症予防対策委員会のほか感染制御チームを設置し、定期的に館内を巡回する
など、感染防止対策に取り組んでいる。
○午前と午後の両方に療育活動の時間を設け、利用者に、感覚刺激や音楽活動な
ど、様々な活動を提供している。

≪要改善事項等≫
○委託経費を二重に支払う事案が発生した。二重に支払った委託料は当該年度内に
全額返還されている。

評　価　結　果（案）

施設種別
医療型障害児入所施設

児童発達支援

社会福祉法人全国重症心身障害児(者）を守る会

評価内容

B
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施設名 東京都立東部療育センター

（施設所在地） （東京都江東区新砂3-3-25）

指定管理者

項目

評価

管理状況

事業効果
（サービス向上
の取組）

評価のポイント
等

　当該施設に必要な管理運営業務を適切に遂行している。
　入所者の約80％もの医療的ニーズの高い超（準超）重症児（者）を受け入れ、公的
役割を果たしている。
　感染予防対策委員会、医療安全委員会、防火・防災委員会など、リスクマネジメン
トについて検討する場を複数整備し、リスクを最小限に抑えるように努めている。
　なお、都への物品に関する報告内容の誤りについて、決算審査において指摘を受
けている。

　利用者個々の強みに着目し、個別性の高い支援計画を作成するとともに、療育活
動を実施している。
　また、家庭食に近い食事提供を目指すとともに、「摂食マニュアル」を改訂し、利用
者一人一人に合わせた支援が提供できるように取り組んでいる。

≪特に評価すべき点≫
○人工呼吸器などの必要な利用者を多く受け入れている。また、利用者個々の身体
状態等の「強み」に着目し、強みを活かした個別性の高い支援計画を策定するととも
に、リハビリスタッフと支援員の連携のもと、療育活動を実施している。
〇コロナ禍により屋外でのイベントを中止せざるを得ない中、利用者がお祭り気分や
季節感等を味わえるよう、代替イベントを工夫を凝らして企画実施している。
○摂食マニュアルを改定し、利用者によく見られる状態と対処方法など、一人一人の
状況に合わせた支援が提供できるように取り組んでいる。

≪要改善事項等≫
○決算審査において、都への廃棄物品の報告誤りに関する指摘を受けた。指摘内
容については早期に改善を行っている。

評　価　結　果（案）

施設種別 医療型障害児入所施設

社会福祉法人全国重症心身障害児(者）を守る会

評価内容

B
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